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ない Water Fall 型ライナーにも爆縮過程で抑制に必要な角運動量が与えられてことを明らかにし
ている。
以上により，本論文は熱媒体およびトリチウム増倍体としての特徴を同時に持つ Water Fall 型液
体金属ライナーの爆縮システムをライナー核融合炉へ応用する上で貢献するところが大であり，博士
論文として価値あるものと認める。
?AはI
